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旭川市清掃工場整備基本構想≋案≌概要版 成31࠰2019≋࠰≌○月 旭川市 

第1章  基本構想策定の目的 

1 目的 

近文清掃工場ࡣ稼働開始20ࡽᖺࡀ経過ࡽࡇࡿࡍ㸪ᖹ成24ᖺ度ࠕ近文清掃工場長ᑑ命化計画 ࠖࢆ

策定し㸪ᖹ成25ᖺ度28ࡽᖺ度࡛ࡲ基幹的設備改良工事ࢆ実施し࡚施設ࡢ延命化ࢆ図ࡲࡾした。延命化ࡢ

期間ࡣ㸪約10ᖺ間ࢆ見込ࡾ࠾࡛ࢇ㸪そࡢ後ࢆ見据えた施設更新ࡘい࡚検討ࢆ開始ࡿࡍ必要ࡀあࡍࡲࡾ。 

施設ࡢ整備ࡣ㸪多㢠ࡢ㈈政㈇担ࡸ様々࡞手続ࡀ必要࡛あࡽࡇࡿ㸪計画的整備ࢆ進ࡿࡵたࡵ㸪ࠕ旭

川市最終処ศ場整備基本構想 㸦ࠖ௨ୗࠕ処ศ場基本構想ࠖいう。㸧࡛示ࢀࡉた୕ࡢࡘ方策ࢆ含ࡴ㸪次期

清掃工場整備ࡢ基本的࡞考え方ࢆ示したࠕ旭川市清掃工場整備基本構想㸦ࠖ௨ୗࠕ本基本構想 いう。㸧ࠖ

 。ࡍ࡛ࡢࡶࡿࡍ策定ࢆ

2 位置付け 

本基本構想ࡣ㸪ࠕ新࣭旭川市ࡳࡈ処理࣭生活排水処理基本計画࠙改訂版ࠖࠚ㸦௨ୗࡳࡈࠕ処理基本計画ࠖ

え㸪ࡲ踏ࢆ基本方針ࡢ࣒テࢫ処理シࡳࡈࡢた将来ࡵ㸪処ศ場基本構想࡛定ࡁ基࡙基本施策ࡢいう。㸧中

次期清掃工場ࡢ整備向けた基本方針ࢆ定ࡵ㸪そࡢ概要ࢆ取ࡍ࡛ࡢࡶࡿࡵࡲࡾ。 

 

 

第2章 ࡳࡈ処理の現状今後の見通し 

1 現状の課題 

㸦1㸧分別࣭収集 

 廃プࣛࢡࢵࢳࢫ類注㸧㸪࣒ࢦ製品㸪革製品ࡣ㸪燃࡞ࡏࡸいࡳࡈし࡚直接埋立࡚し࡚いࡿ。 

 ྍ燃素材࡛あࡶ࡚ࡗ㸪一定ࡢ大ࢆࡉࡁ超えࡿ物ࡸ不燃素材ࡢ混合ࡣࡳࡈ㸪直接埋立࡚し࡚いࡿ。 

注㸧ࣜࡢࣝࢡࢧᑐ象࡞ࡽ࡞いプࣛࢡࢵࢳࢫ製品ࡸ汚ࢀたプࣛࢡࢵࢳࢫ製容器包装ࢆ指ࡍ。 

㸦2㸧焼却処理 

 焼却施設ࡢᖺ間ᖹ均稼働率ࡀ約9割࡚ࡗ࡞い࡚㸪不測ࡢ事態等ᑐ応࡛ࡿࡁ余力ࡀ少࡞い。 

 エネ࣮ࣝࢠ回収率ࡀపい㸦ᖹ成29ᖺ度実績㸸約7.8％㸧。 

 家庭系及び事業系ࡢ燃ࡢࡳࡈࡿࡏࡸ組成割合ࡢうち㸪特事業系ࡢ燃ࡢࡳࡈࡿࡏࡸ約4ศࡀ3ࡢ 

    雑紙࣭࢜フࡸ࣮ࣃ࣮࣌ࢫそࡢࡢ紙類࡛࡞あࡾ㸪資源化ࡢ推進ࡀ必要࡛あࡿ。 

㸦3㸧最終処分 

 全体ࡢ廃棄物ࡢうち最終処ศࡿࢀࡉ割合ࡀ㸪中核市ࡢᖹ均値比࡚高い㸦ᖹ成28ᖺ度実績  

    旭川市㸸約17％㸪中核市ᖹ均値㸸約9％㸧。 

 埋立地ࡽ発生ࡿࡍ浸出水量ࡀ㸪融雪期ࡸ大雨時水処理能力ࢆ超過ࡀࡇࡿࡍあࡿ。 

 最終処ศ場由来ࢫࣛ࢝ࡢ㸪ࢶ࢟ネࡿࡼ農業被害ᑐ策ࡀ必要࡚ࡗ࡞いࡿ。 

第㸶次旭川市総合計画
基本政策㸷ࠕ環境㈇荷ࡢప減自然ࡢ共生ࡢ確保ࠖ

旭川市環境基本計画࠙第㸰次計画࣭改訂版ࠚ
ちࠖࡲࡿࡍ実現ࢆ社会࡞い持続ྍ能࡞少ࡢ㈇荷ࡢ㸪環境ࢀ保た良好ࡀ物質循環ࠕ

旭川市清掃工場
整備基本構想

㸦ᖹ成㸱㸯ᖺ ᭶㸧

旭川市最終処ศ場
整備基本構想

㸦ᖹ成㸰㸷ᖺ６᭶㸧

将来の䛤䜏処理システム
の基本方針

新࣭旭川市ࡳࡈ処理࣭生活排水処理基本計画࠙改訂版ࠚ㸦ᖹ成㸰㸶ᖺ㸱᭶㸧
基本施策࣭ࠕ焼却処理ࡢ充実 ࣭環境共生したࡳࡈ処理シࢫテࡢ࣒再構築ࠖ
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2 今後の見通し 

 。ࡍ࡛ࡾ࠾ࡢ㸪次ࡣ数値目標ࡿい࡚ࢀࡉ示処理基本計画ࡳࡈ

出㸸新࣭旭川市ࡳࡈ処理࣭生活排水処理基本計画࠙改訂版    㸦ᖹ成28ᖺ3᭶㸧ࠚ

注㸧ᖹ成31ᖺ度基本計画見直しࡢ予定 

第3章 ࡳࡈ処理ࢫࢩテ࣒の方向性 

1 将来のࡳࡈ処理ࢫࢩテ࣒の基本方針 

処ศ場基本構想࡛ࡣ㸪ࡳࡈ処理基本計画࡛ࡢ考え方ࢆ踏ࡲえ㸪最終処ศ場整備ࢆ進ࡿࡵ当たࡾ㸪将

来ࡳࡈࡢ処理シࢫテࡢ࣒基本方針ࢆ次ࡾ࠾ࡢ定࡚ࡵいࡍࡲ。 

    最終処分量の抑制や廃棄物エネルギ࣮回収の効果を追求し，地球温暖化配慮した経済的࡞ 

 。すࡲの構築を目指し࣒テࢫࢩ処理ࡳࡈ

ࢵࢳࢫ㸪廃プࣛࡸᑟ入ࡢ㸪破○࣭選別施設ࡵたࡿࡍල体化ࢆ࣒テࢫ処理シࡳࡈたࡵ定基本方針ࡢࡇ

い࡚㸪焼却ࡘ方策ࡢࡘ୕ࡢ回収࣮ࢠたエネࣝࡵ含ࢆᑟ入ࡢン発酵施設ࢱ移行㸪࣓ࡢ焼却処理ࡢ類ࢡ

施設一体的検討し࡚いくࡇし࡚いࡍࡲ。 

2 破砕࣭選別施設 

破○࣭選別施設ࡣ㸪ᑐ象物ࢆ細く○く破○設備破○ࢀࡉた処理物ྍࢆ燃物㸪不燃物㸪資源化ྍ能

࡞向ୖࡢ資源化率ࡸ削減ࡢ㸪最終処ศ量ࢀࡉ選別設備࡛構成ࡢࡵたࡿศけ㸧࣑ࣝ金属類㸦鉄࣭࡞

  。ࡍࡲࡵ見込ࡀ

本市ࡢ破○࣭選別処理方法し࡚㸪燃࡞ࡏࡸいࡳࡈ及び不燃性粗大ࡣࡳࡈ㸪ప㏿回転破○機高㏿回

転破○機࡛処理した後㸪各種選別装置࡚ࡗࡼ㸪ྍ燃物㸪不燃物㸪資源化ྍ能࡞金属類ศ㞳し㸪埋

立処ศࡢ減量資源化ಁࡢ進ࢆ行うࡶ㸪ྍ燃性粗大ࡘࡳࡈい࡚ࡣ㸪ษ断機ࡿࡼษ断ࢆ行い㸪

直接焼却処理࡛ࡇࡿࡍ埋立処ศࡢ減量ࢆ行うࢆࡇ基本しࡍࡲ。 

3 焼却施設 

次期清掃工場࡛ࡣ㸪処理ᑐ象物し࡚㸪ࠕ燃ࡳࡈࡿࡏࡸ 㸪ࠖࠕ破○࣭選別施設ྍࡢࡽ燃性残ࡉ 㸪ࠖࠕ資源

化施設ྍࡢࡽ燃性残ࡉ 㸪ࠖࠕ現在㸪燃࡞ࡏࡸいࡳࡈ含ࡿࢀࡲ廃プࣛࢡࢵࢳࢫ類ࠖし㸪次期最終処ศ

場࡛ࡣ焼却灰ࡢ埋立処ศࢆ基本し࡚いࡸࡇࡿ㸪溶融ࢢࣛࢫ注㸧ࡢ利用先ࡢ確保ࡀ㞴しいࡽ࡞ࡇ㸪

焼却炉ࡣ㸪溶融ࢆ含࡞ࡵい方式ࠕ焼却方式㸩埋立処ศࠖࢆ基本しࡍࡲ。  

注㸧焼却残ࢆࡉ溶融࡛ࡇࡿࡍ得ࡿࢀࡽ焼却残ࡉ中ࡢ金属ࡸ無機物ࡀ溶融固化したࢆࡢࡶ指ࡍ。 

4 ࣓タン発酵施設 

㈉献度ࡢ㸪環境面ࡁ࡛ࡀࡇࡴ見込ࢆ発電ࡸ向ୖࡢ率ࣝࢡࢧᑟ入した場合㸪ࣜࢆン発酵施設ࢱ࣓

焼却ࡣ規模࡛ࡢ㸪本市ࡸࡇࡿあࡀ課㢟ࡢ࡞ࡿࡍ複雑化ࡀ維持管理ࡸ昇ୖࡢトࢫࢥ㸪ࡢࡢࡶ高いࡀ

㸪ࡎࡏ併設ࢆン発酵施設ࢱ࣓ࡣい࡚࠾施設整備ࡢ㸪今回ࡽ࡞ࡇࡿࢀࡽ得ࡀ࣮ࢠエネࣝ࡞十ศࡾࡼ

焼却ࡳࡈࡿࡼ発電能力ࡢ向ୖࢆ図ࡾࡼࡇࡿ㸪廃棄物エネ࣮ࣝࢠ回収ࡢ高効率化ࢆ推進しࡍࡲ。 

5 新たࡳࡈ࡞処理ࢫࢩテ࣒ 

࠙中間処理ࢫࢩテ࣒の基本方針  ࠚ

 Ᏻ全性ࡢ確保ࡸ周辺環境配慮した経済的࡞中間処理シࢫテࢆ࣒目指ࡍ。 

 破○࣭選別施設ࡢᑟ入ࡸ㸪廃プࣛࢡࢵࢳࢫ類ࡢ焼却処理ࡢ移行ࡾࡼ㸪最終処ศ量ࡢ削減ࡸ

資源化率及びエネ࣮ࣝࢠ回収ࡢ向ୖࢆ目指ࡍ。 

 廃棄物エネ࣮ࣝࢠ回収ࡘい࡚ࡣ㸪焼却ࡿࡼ高効率ࡢ回収ࢆ目指ࡍ。 

項目 
基準ᖺ度 

㸦ᖹ成26ᖺ度㸧 

中間目標 

㸦ᖹ成31ᖺ度㸧 

最終目標 

㸦ᖹ成39ᖺ度㸧 

総排出量㸦家庭ࡳࡈ㸩事業系ࡳࡈ㸩集団回収㸧 118,548t 112,800t 100,000t 

1人1日当たࡢࡾ排出量㸦家庭ࡳࡈ㸩事業系ࡳࡈ㸩集団回収㸧 935g 920g 880g 

 率 23.2% 25.0% 30.0%ࣝࢡࢧࣜ

焼却処理量 77,833t 70,000t 62,000t 

埋立処ศ量 20,914t 19,000t 11,000t 
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࠙新たࡳࡈ࡞処理ࢫࢩテ࣒のフロ࣮  ࠚ

新たࡳࡈ࡞処理シࢫテࡢ࣒フ࣮ࣟࡣ㸪次ࡾ࠾ࡢしࡍࡲ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
出㸸旭川市最終処ศ場整備基本構想㸦ᖹ成29ᖺ6᭶㸧 

注㸧第8次旭川市総合計画ࡿࡼᖹ成39ᖺ度ࡢ人口㸪世帯数ࡢ推計値ࢆ基ࡳࡈ量ࢆ算出 

6 埋立処分し࡞くࡿ࡞廃棄物への対応 

現在ࡣ㸪最終処ศ場࡛埋立処ศし࡚いࡀࡿ㸪次期最終処ศ場࡛ࡣ処ศし࡞くࡀࡇࡿ࡞想定ࡿࢀࡉ大

型動物ࡢ死体ࡘい࡚ࡣ㸪焼却処理ᑐ象ࡢࡇࡿࡍ検討ࢆ行いࡍࡲ。 

 

第4章 次期清掃工場の整備方針 

1 清掃工場整備の基本方針 

廃棄物エネࣝࡢ࣮ࢠ᭷効活用経済性ࢆ追求し㸪最終処ศ量ࡢప減ࡿࡀ࡞ࡘࡶ㸪地域新た࡞価値

 。ࡍࡲ目指しࢆ次期清掃工場ࡿࡍ創出ࢆ

2 新設再延命化の費用比較 

国ࡢ循環型社会形成推進交付金㸪起債ࡢ交付税措置ࡸ余剰電力ࡢ売電ࢆ考慮した20ᖺ間㸦ᖹ成29～48

ᖺ度㸧ࡢ概算費用ࢆ比較࣭検討した結果㸪建設費࡛ࡣ㸪新設ࡢ方ࡀ再延命化ୖࢆ回ࡀࡍࡲࡾ㸪交付金ࡸ

売電収入等ࡾࡼ㸪市ࡢ実質㈇担㢠ࡣ新設㸦建替型㸧ࡢ方ࡀపくࡲࡾ࡞した。 

項目 新設㸦建替型㸧 再延命化㸦大規模改修型㸧 

建設費       256億 198億 

交付金       -66億 㸫 

起債利息        14億  13億 

交付税措置ศ       -78億 -48億 

維持管理費 
H29～38㸸現᭷施設  62億  61億 

H39～48㸸工事終了後   74億  86億 

電力費用㸦基本料金࣭購入料金࣭

売電収入㸧 

H29～38㸸現᭷施設  -7億  -5億 

H39～48㸸工事終了後 -42億  -3億 

合計 213億 302億 

出㸸清掃工場将来整備ಀࡿ報告書㸦ᖹ成30ᖺ2᭶㸧 

注㸧交付金ࡢ交付率1/3࡛ࡣ計算し㸪建設費㸪維持管理費及び電力費用ࣜࣄ࣮࣮࣓࢝ࡣンࢢ値ࡿࡼ。 

3 整備方法の基本方針 

新設㸦建替型㸧再延命化㸦大規模改修型㸧ࢆ比較評価した結果㸪ձエネ࣮ࣝࢠ回収率ࡀ優࡛あࡾ㸪

㸪ࡁ活用࡛ࡀ交付金ࡢᑐし࡚国㸪ղ建設費ࡇࡿ優࡛あࡀ㸪維持管理費ࡵ見込ࡀ売電収入ࡢ多くࡾࡼ

市ࡢ実質㈇担㢠ࡀ優࡛あࡽ࡞ࡇࡿ㸪焼却施設ࡢ整備方法ࡘい࡚ࡣ新設ࢆ基本しࡍࡲ。 

 2

燃やせる䛤䜏
䠄廃プラスチック類含䜐䠅

77,011t/年

粗大䛤䜏
2,295t/年

資源物
䠄プラ容器，紙製容器，
ＰＥＴ，缶，ビン䛺䛹䠅

14,712ｔ/年

破砕・選別施設
処理量：7,964t/年

資源化施設
処理量：14,712t/年

資源物䠄資源化䠅
14,253ｔ/年

不燃性残䛥
293t/年

資源物䠄資源化䠅
1,398t/年

不燃性残䛥
2,203t/年

焼却施設
処理量：81,539ｔ/年

可燃性残䛥
166t/年

可燃性残䛥
4,362t/年

最終処分場
11,891ｔ/年

焼却灰
9,395 t/年

※H39年度の推計値

303t/日

36t/日
燃やせ䛺い䛤䜏

5,669t/年

家庭系43,660 t/年
事業系33,351 t/年

家庭系
4,247 t/年
事業系
1,422 t/年
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第5章 整備用地施設配置 

1 建設候補地 

都市計画ୖ㸦用途地域㸧ࡢ都市施設し࡚指定ࡾ࠾࡚ࢀࡉ㸪現施設ࢆ稼働ࡢࡽࡀ࡞ࡏࡉ次期清掃工場

運搬車両増ࡢ㸪次期清掃工場稼働後ࡸࡇࡿ能࡛あྍࡀ確保ࡢ施設配置及び動線ࡸ面積࡞必要整備ࡢ

加ࡿࡼ周辺ࡢ影響ࡀ少࡞い予測ࡽࡇࡿࢀࡉ㸪現敷地࠾けࡿ整備ࢆ基本しࡍࡲ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注㸧凡例 ࣭太 線 㸸都市計画法ୖࡢ都市施設㸦ࡳࡈ焼却場㸧༊域㸦約48,000m2㸧 

 ࣭    㸸想定ࡿࡍ建設候補地 

 ࣭    㸸拡張ྍ能࡞敷地 

2 施設配置及び動線 

施設配置及び動線ࡢ例ࢆ示しࡀࡍࡲ㸪今後ࡢ詳細࡞計画ࡸ様ࡢ検討࠾い࡚㸪プࣛント࣓࣮࣮࢝

 。ࡍࡲࡁ検討し࡚いࡁ続ࡁ考慮し࡚㸪引ࡶ用地利用ࡢそࡸ㸪既存施設ࡽࡀ࡞えࡲ踏ࡶ技術提案ࡢࡽ

配置図 

㸦想定図㸧 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                              ࠙搬入路長㸸約135ｍ  ࠚ

    㸸搬入車両動線㸦プࣛࢵト࣒࣮࣍入ࡿ車両㸧 

    㸸搬出車両動線㸦プࣛࢵトࡽ࣒࣮࣍出ࡿ車両㸧 

約17,000m2 
約17,900m2 

約3,700m2 
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第6章 廃棄物エネルギ࣮の利活用 

次期清掃工場࡛ࡣ㸪環境㈇荷ࡢప減地球温暖化ᑐ策ࡢ一ࡘし࡚㸪廃棄物エネ࣮ࣝࢠ回収ࡢ高効率

化ࢆ目指しࡢࡳࡈ。ࡍࡲ焼却࡚ࡗࡼ発生した熱࡛ࣛ࣎ࢆ回収し㸪蒸気し࡚工場ෆࡢ設備ࡸ近隣施

設࡛使用ࡶࡿࡍ㸪蒸気ࣅ࣮ࢱンࡾࡼ発電ࢀࡉた電気ࢆ焼却施設ࡸ隣接施設等࡛࡛ࡿࡁ限ࡾ使用

 。ࡍࡲ売電しࡣし㸪余剰電力ࡇࡿࡍ

 

 

 

 

 

 

第7章 環境保全 

1 公害防止基準つい  ࡚

次期清掃工場࡛ࡣ㸪大気汚染防止法㸪࢟࢜ࢲシン類ᑐ策特別措置法㸪㦁音規制法㸪振動規制法㸪悪

臭防止法㸪ୗ水道法等ࡢ各種法௧࡞基࡙ࡁ㸪公害防止基準ࢆ設定し࡚いࡍࡲࡁ。 

 。ࡍࡲ公開し広く市民ࢆ㸪測定結果ࡶ行うࢆ測定࣭記録ࡢ排出物質ࡁ基࡙た㸪各種法௧ࡲ

2 環境保全対策 

次期清掃工場࡛ࡣ㸪排ࢫ࢞ᑐ策㸪㦁音࣭振動ᑐ策㸪悪臭ᑐ策㸪排水ᑐ策ࢆ実施しࡍࡲ。ල体的࡞手法

 。ࡍࡲࡁ検討し࡚い࡚ࡵい࡚改࠾段階ࡢ基本計画策定ࡢ㸪今後ࡣ

 

第8章 次期清掃工場の概要有効活用 

1 施設概要 

次期清掃工場ࡢ施設概要ࡣ㸪次ࡾ࠾ࡢしࡍࡲ。 

設備 考え方 設備規模࣭方式 

計 量 設 備 
搬入車両ࡀ滑運行࡛ࡼࡿࡁう計量機ࡢ

ྎ数確保ࢆ行う。 

搬入用2基及び搬出用1基ࡢ合計3基௨  ୖ

破
○
࣭ 

選
別
施
設 

破○設備 
資源化ಁࡢ進及び埋立処ศࡢ減容化ࢆ図ࡿ。 ࣭ప㏿回転破○機㸩高㏿回転破○機28.4t/日 

࣭ษ断機7.6t/日 

選別設備 
各選別方式ࡢ特徴ࡸ費用ᑐ効果ࢆ踏ࡲえ検討

 。ࡿࡍ

ふࡿいศけ型㸩比重差型㸩磁気型㸩渦電流型ࡢ組合ࡏ 

焼
却
施
設 

施設規模 
将来予測値ࡾࡼ規模ࢆ決定303 。ࡿࡍt/日 

 

処理方式 

経済性ࡸ廃棄物エネࣝࡢ࣮ࢠ᭷効活用㸪環境

㈇荷ࡢప減࠾い࡚優ࡿࢀ焼却炉形式ࡼ

基ࢆࡇࡿࡍ埋立処ศᏳ定的ࡣ㸪焼却灰ࡾ

本ࡿࡍ。 

灰ࡢ溶融ࢆ含࡞ࡵい方式ࠕ焼却方式㸩埋立処ศ  ࠖ

新設  ࣭

再延命化 

将来ࡳࡈࡢ処理シࢫテ࣒ᑐ応ྍ能࡛経済性

 。行うࢆ検討ࡢ考慮した整備方法ࢆ

新設㸦建替型又ࢽࣜࡣュ࣮ࣝ型㸧 

発電設備 
廃棄物エネࣝྍࢆ࣮ࢠ能࡞限ࡾ活用ࡇࡿࡍ

 。ࡿࡍ検討ࢆ

約6,300kW௨ୖ㸦ｴﾈﾙｷﾞｰ回収率20.5％௨ୖ㸧 

注㸧設備ࡢ規模ࡸそࡢࡢ詳細ࡣ㸪施設整備ෆ容ࢆල体化ࡿࡍ基本計画ࢆ策定ࡿࡍ段階࡛改࡚ࡵ詳細࡞検討ࢆ行う。 

2 防災拠点し࡚の活用 

㸦1㸧防災機能係ࡿ基本的࡞考え方 

次期清掃工場ࢆ自然災害強い施設し࡚整備し㸪周辺地域ࡢ方々ࡢᏳ全࡛Ᏻ心࡞暮ࡽしࢆᏲࡿたࡵ㸪 

庁ෆ部局連携しࡽࡀ࡞様々࡞防災機能ࢆ付加ࡾࡼࡇࡿࡍ㸪災害発生時ࡢ備えࢆ強化しࡍࡲ。  

㸦2㸧次期清掃工場࡛想定ࡿࢀࡉ防災機能 

 地域ఫ民ࡢ避㞴場ᡤ等㸦◊修室㸪会議室等㸧 

 必要࡞物資ࡢ確保㸦飲料水㸪食料㸪་薬品等㸧 

 災害時࠾けࡢࢫࣅ࣮ࢧࡿ提供㸦携帯電話ࡢ充電等㸧 

 生活用水ࡢ確保㸦近文市民ふࢀあいࢭン࣮ࢱプ࣮ࣝ槽ࡢ活用等㸧 

種類 利用先 

熱㸦蒸気࣭温水) 
場ෆ利用  焼却施設㸦プࣛント設備㸪給湯㸪暖ᡣ࡞㸧 

場外利用 隣接施設㸦給湯㸪暖ᡣ࡞㸧 

電気㸦発電㸧 
場ෆ利用 焼却施設㸦プࣛント設備㸪建築設備ࠝ 照明㸪ࢥンࢭント࡞ 㸧ࠞ 

場外利用 隣接施設㸦建築設備㸧㸪余剰電力ࡢ売電 
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3 環境学習の場し࡚の活用 

次期清掃工場࡛ࡣ㸪市民開ࢀた施設し࡚学びࡢ場ࢆ提供ࢆࡇࡿࡍ目指し㸪市民㸪特ᑠ学生

しࡸ増ࢆ機会ࡿࡍ接課㢟ࡢ環境࡞ࣝࢡࢧ減量化㸪ࣜࡢࡳࡈ㸪ࡸࡇࡿࡍ体㦂し࡚実際ᑐ象ࢆ

࡚㸪ࡳࡈ処理施設ࡸ環境ࡢ関心ࡾࡼࡀ高ࡼࡿࡲう環境学習機能ࢆ整備しࡍࡲ。 

      

種類 ෆ容 

展示物ࡢ設置 施設ࡢ模型㸪࣮ࣞࢡン࣭破○機等ࡢ模型㸪ࣃネ

ࣝ等ࢆ設置 

映像ࢼ࣮ࢥ  ࣮ ࢢ活用した環境学習プࣟࢆ等࣮ࢱシ࣒࣮࣍

ࢬ࣭ࢡ活用したࢆ映㸪映像ୖࡢ࣒ࣛ  等࣒࣮ࢤ

再生品ࡢ展示 再生家ලࡸ衣類等ࢆ展示 

体㦂工ᡣ ࣜࣝࢡࢧ工ᡣ࡛ࡢ家ලࡸ自転車修理ࡢ見

学࣭修理体㦂㸪資源㸦紙ࢡࢵࣃ等㸧ࢆ利用した

実習㸪ࡶ࠾ちࡢࡷ修理体㦂等 

展示物の設置㸦近文清掃工場㸧  

第9章 事業手法の検討 

次期清掃工場ࡢ事業方式ࡢ選定当たࡣ࡚ࡗ㸪建設費ࡢ縮減ࡸ費用㈇担ࡢᖹ準化㸪民間活用ࡿࡼ事

業ࡢ効率化ࢆ目指し㸪施設整備ෆ容ࢆල体化ࡿࡍ基本計画ࡢ策定ࡶ㸪旭川市 PFI 注㸧活用指針基

 。ࡍࡲ行いࢆ調査࣭検討࡞㸪詳細ࡁ࡙

注㸧公共施設等ࡢ建設㸪維持管理㸪運営等ࢆ民間ࡢ資金㸪経営能力㸪技術的能力ࢆ活用し࡚行う手法 

第10章  財政計画施設整備ࢫケࢪュ࣮ル 

1 事業費及び財源計画 

㸦1㸧概算事業費 

概算事業費ࡘい࡚ࡣ㸪次示ࡍ࡛ࡾ࠾ࡍ。 

施設ࡢ種類 施設規模 施設整備費 運営࣭維持管理費 

焼却施設 303ｔ/日 約256億㸦うち市㈇担㢠126億㸧 約70億㸦20ᖺ間㸧 

破○࣭選別施設 36ｔ/5h 約 31億㸦うち市㈇担㢠12億㸧 約26億㸦20ᖺ間㸧 

出㸸清掃工場将来整備ಀࡿ報告書㸦ᖹ成30ᖺ2᭶㸧 

注㸧焼却施設ࡢ運営࣭維持管理費ࡣ㸪売電収益88ࡢ億ࢆ含ࡴ。 

破○࣭選別施設࠾けࡿ電気ࡣ㸪焼却施設ࡢࡽ発電ศࢆ使用ࢆࡇࡿࡍ基本ࡿࡍ。 

実際ࡢ事業費ࡣ㸪今後ࡢ社会࣭経済情勢ࡸ施設ࡢ詳細様㸪運営方法等ࡾࡼ変わࡿ。 

㸦2㸧財源内訳 

次示ࡍ㈈源ࢆ基本し࡚事業ࢆ推進し࡚いࡍࡲࡁ。  

2 今後のࢫケࢪュ࣮ル 

本市࡛ࡣ㸪2027ᖺ度稼働開始ࢆ目標施設整備ࢆ進࡚ࡵいࡍࡲࡁ。 

 

2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025 2026

(H30) (H31) (H32) (H33) (H34) (H35) (H36) (H37) (H38)

本構想

循環型社会形成推進地域計画

施設整備基本計画

P＋I等ᑟ入ྍ能性調査

測量調査

地質調査

生活環境影響調査

基本設計࣭事業者募集

建設工事

事業項目
ᖺ度

一般
㈈源

10% 75% 25%

一般
㈈源

交付ᑐ象外事業費交付ᑐ象事業費

起債ᑐ象事業費　「/」～1/「
循環型社会形成

推進交付金

1/」～1/「

一般廃棄物処理事業債
㈈源

ᑐ策債

75% 15%

一般廃棄物処
理事業債


